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・事業者名：　朝日テクノ株式会社

・代表者名：　法村　孝樹

・創　　立：　1985（昭和60）年4月24日

・資 本 金：　1,000万円

・環境管理責任者：  大木　佳

・従業員数 ：　44名

・床 面 積：　536.59㎡

・第38期売上（R3.10～R4.9）：　59,881万円

●本社
〒８４０－０２０３
佐賀県佐賀市大和町大字梅野２８０番地
ＴＥＬ：０９５２－３７－９３００　ＦＡＸ：０９５２－３７－９３０１

mail: asahi-tc@asahi-tc.jp

●伊万里営業所
〒８４８－００３５
佐賀県伊万里市大川町駒鳴2515番地
ＴＥＬ・ＦＡＸ：０９５５－２９－２１１０

◆建設コンサルタント業 ◆補償コンサルタント業

◆測量業 ◆自然環境コンサルタント業

10月～9月

全組織：本社、伊万里営業所
全活動

１．組織の概要、認証・登録の対象範囲(38期)

令和４年度 第15回 環境経営レポート大賞･九州　奨励賞受賞

令和元年度第１２回　環境活動（環境経営）レポート大賞・九州　チャレンジ賞受賞

事業内容

活動年度

Ｅ２１認証・登録の対象範

受賞履歴
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役割分担表

全従業員

役割・責任・権限

代表者として環境経営全般について責任と権限を持ち、環境への取組
を実施するための資源の準備、ＥＡ２１全体の取組状況に関し評価、見
直しを実施する。また、経営における課題とチャンスを明確にする。

環境経営システムを構築・実行し、毎年、環境経営目標、環境経営計
画を作成。1ヶ月に1回、環境経営目標の達成状況及び環境経営計画
の実施状況を確認・評価し結果を代表者に報告する。

1ヶ月に1回開催し、環境経営目標及び環境経営計画の実施状況を
審議する。

所属

環境管理責任者を補佐し、ＥＡ２１文書及び記録類、及び基礎データ
の作成・維持・集計・管理を行う。

代表者
法村　孝樹

環境管理責任者
大木　佳

ＥＡ２１委員会

ＥＡ２１事務局

 ＥＡ２１委員会

総務営業部 技術部門

環境経営方針、環境経営目標、環境経営計画を部門全員に周知す
る。

総務営業・技術部門

環境経営方針の理解と環境への取組の重要性を自覚する。
決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加する。

　２．実施体制

ＥＡ２１事務局

伊万里営業所

代表者
法村　孝樹

環境管理責任者
大木　佳
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（４） 公共事業等の測量・調査・計画・設計受託業務においては、建設コンサルタントとして
      「環境への配慮」についての提案数を増やします。

３．環　境　経　営　方　針

１．次の項目を重点項目として取り組みます。

（１） 電力、燃料等のエネルギーの効率的な使用及び省エネに努め、
       二酸化炭素排出量を削減します。

（２） 一般廃棄物排出量を削減します。

（３） 節水に努め、水使用量を削減します。

　朝日テクノ株式会社は、地球環境に配慮した、持続可能な企業となるため、長期的な視
点で社会のニーズを重視した経営と事業展開を図ると共に、将来にわたって継続し、より
発展して行くことを目指します。
　その実現に向けた環境経営として、下記の重点項目を掲げ、全社員が一丸となり自主
的、積極的に環境経営の継続的改善を推進します。

代表取締役　　法村　孝樹

（５） 消耗品(用紙等)のグリーン購入を推進します 。

２．当社の事業に関連する環境関連法規等を遵守します。

制定日　平成 30 年 10 月 5 日

朝日テクノ株式会社

改訂日　令和 元 年 10 月 1 日

（６） 地域貢献活動へ積極的に参加するものとし、豊かな自然環境づくり支援活動を増
やします。
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第37期
（R2.10～R3.9）

基準年度

第38期
（R3.10～R4.9）

目標

第39期
（R4.10～R5.9）

目標

第40期
（R5.10～R6.9）

目標

第41期
（R6.10～R7.9）

目標

二酸化炭素
排出量 62,856 62,221 61,586 60,951

（㎏-CO₂） （1％削減） （2％削減） （3％削減） （4％削減）

電気使用量 36,237 35,871 35,505 35,139

（kWh） （1％削減） （2％削減） （3％削減） （4％削減）

ガソリン使用量 17,129 16,956 16,783 16,610

（L） （1％削減） （2％削減） （3％削減） （4％削減）

LPG使用量 41.20 40.78 40.37 39.95

（㎏） （1％削減） （2％削減） （3％削減） （4％削減）

一般廃棄物
排出量 1,587 1,571 1,555 1,539

（㎏） （1％削減） （2％削減） （3％削減） （4％削減）

⑥
水使用量
（節水）

節水 節水 節水 節水 節水

⑦
グリーン購入

（品）
93 93 93 93 93

⑧
環境に配慮した

設計の提案
（件）

6 6 6 6 6

⑨
地域貢献活動

（回）
28 28 28 28 28

※二酸化炭素排出量は九州電力の令和2年度調整後排出係数0.479㎏‐CO₂/kWhを使用して算出

※産業廃棄物に関しては、定期的な排出はなく、臨時的な排出であり目標設定していない。排出抑制に努め、分別を徹底する。

※環境に配慮した設計の提案及び地域貢献活動に関しては、Ｐ7の活動項目(例)参照

41.62

1,604

４．環境経営目標

項　　目

①

②

⑤

③

④

63,491

36,604

17,303
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項目 事業所 活動項目 スケジュール

エアコン設定温度を決め実行する 12月～3月、6月～9月

使用していないパソコン電源を切る 10月～9月

昼休み時間の消灯 10月～9月

照明器具・空調機フィルターの
定期清掃

10月～9月

NO残業DAYの徹底による
電気使用量の削減

10月～9月

アイドリングストップ 10月～9月

急発進・急加速・急減速の禁止 10月～9月

不要な荷物を積まない 10月～9月

空気圧の適正確認ﾁｪｯｸ 10月～9月

ふんわりアクセルエコスタート 10月～9月

カーエアコンの適切な使用 10月～9月

早めのアクセルオフ 10月～9月

お湯使用量削減の為の
注意喚起ラベル貼付

10月～9月

お湯を使用しない時期は
ガスの元栓を閉める

12月～3月

分別によるリサイクルの推進 10月～9月

コピー用紙裏紙の利用 10月～9月

水使用量 本社 節水ラベルの貼付 10月～9月

グリーン購入

本社
グリーン相当事務用品の

調査購入
10月～9月

環境に配慮した
設計の提案

本社
環境に配慮した設計の提案

（間伐材の使用の他、
動植物の移動を考慮した設計等）

10月～9月

地域貢献活動

本社
地域での環境活動に
積極的に参加する

10月～9月

一般廃棄物排出量

本社

５．環境経営計画【第38期(R３.1０～R４.９)】

電気使用量

本社

ガソリン使用量

本社
伊万里営業

所

LPG使用量

本社
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※産業廃棄物に関しては、発生した場合には「産業廃棄物管理手順書」を用いて運用する
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・電気使用量の削減の取組内容

　当社は、各部屋に節電シール、
冷暖房には設定温度を貼付することにより、
全従業員の節電に対する意識を高めています。

・ガソリン使用量の削減の取組内容

　当社は、社用車に機器を取り付け、エコドライブを実施しています。

・節水活動の取組内容

　当社は、節水シールを貼付し、

全従業員が節水を心がけています。

・一般廃棄物排出量の削減の取組内容

ごみの分別はもちろんの事、

生ごみを再利用するコンポストの設置

容器を返却するお弁当の注文

裏紙の再利用に取り組んでいます。

資源ごみは再利用の為、

業者が月に1回、回収に来ています。

（回収された古紙、段ボールはトイレットペーパーに！！）

自宅に届く荷物も会社で受け取り再配達なしへ

残さず食べよう3010運動も続けています。

６．環境経営計画に基づき実施した取組内容
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・地域貢献活動の取組内容

☆いまりこまなきの里山　環境学習

　令和２年１０月１日に「体験の機会の場」として、いまり 「こまなきの里山」が
九州で初めて認定されました。いまり「こまなきの里山」のコンセプトは
『森で遊び、生物と触れ合う機会や参加者同士のコミュニケーションを通じて
自然と共生する感性や知恵、工夫を体感する体験の機会の場』であり、
四季折々の自然の移り変わりを体感してもらうため、年に４回
季節ごとの環境学習イベントを企画しています。

・第4回（令和3年12月11日）オリエンテーション、防災学習、鳥の巣箱づくり
・第5回（令和4年4月17日）オリエンテーション、自然観察会、里の遊び
・第6回（令和4年7月16日）オリエンテーション、昆虫採集、ゼリーづくり
未来を担う子ど達に、自然の中で楽しみながら環境について学ぶ場所を作っています。
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☆ウォーターフロントこまなき　環境学習
☆森川海イベント

　ウォーターフロントこまなきは地域の方に郷土の自然をより一層身近なものとして
触れ合いを楽しんでいただくことを目的として作られた水辺施設です。
松浦川の旧河川から作られ、本流からの水の量を調節することが出来るため、
石坂堰より上流はカヌーやSUP体験、石坂堰より下流は水深が浅いため川遊びや
生き物探しなどいろいろなアクティビティが比較的安全に楽しめます。

☆二里小学校環境学習

二里小学校の地域学習の一環で、「いまり　こまなきの里山」での
里山学習を行いたいと小学校側から提案があり、実現しました。
二里小学校では地域教育として「伊万里グリーン・ツーリズム体験学習」
を行っていますが、その2日目の学びの場として環境教育体験の機会の場
「いまり　こまなきの里山」が選ばれました。山では自然観察・里山遊び・化石採集、
川では生き物探し・リバーカヤック、ＳＵＰを体験してもらいました。

☆金泉中学校ＳＤＧｓ講習

金泉中学校の皆さんへ、朝日テクノが行っている
世界中の人たちがこの地球で暮らし続けていくために
2030年までに達成すべき17の国際目標、
SDGsの取り組みを紹介しました。

☆育樹プレート取付体験

ミニ図鑑を作成し、干潟よか公園の植物を観察し樹木プレートの作成と取付を行いました。
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☆有明海岸のもりづくり

塩害から守るため、有明海沿岸のもりづくり・育樹活動

　当社は、NPO法人SATOMORI主催の「有明海岸のもりづくり」

育樹・美化活動の方にも参加しています。

本活動は、農地の塩害対策や景観の改善、さらには生物多様性の保全と向上、

地域のレクリェーションの場の創出を目的として行われており、

この活動を通じて自然の大切さや生命力の強さを感じることができます。

☆神野公園トンボ池の除草作業、ミヤマアカネ保全活動

トンボが住み続けられる環境を守るための除草作業

　当社は、NPO法人SATOMORI主催の「神野公園「トンボ池」保全活動」

「ミヤマアカネ保全活動」に参加しています。

佐賀市にある神野公園では、トンボの生息場所の環境改善の為、水草の除去

富士町では、佐賀県が準絶滅危惧種に指定する「ミヤマアカネ」を守るため、

富士小学校の子どもたちと一緒に、伸びすぎたヨシなどの草を刈り、

卵が産みやすい環境づくりのお手伝いをしています。

☆チガヤバスター、オオキンケイギク除去

特定外来生物であるオオキンケイギクは繁殖力が強く、在来種を駆逐するため、

日本の植物を守るため除去を行いました。

そのほかにも、ＫＡＮＮＥ主催の世界最強の雑草といわれる「チガヤ」を除去する

活動にも参加しています。
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第37期
（R2.10～

R3.9）
基準年度

第38期
（R3.10～R4.9）

目標

第38期
（R3.10～R4.9）

実績
達成率 達成状況 結果の評価

62,856

（1％削減）

36,237

（1％削減）

17,129

（1％削減）

41.20

（1％削減）

1,587

（1％削減）

⑥
水使用量
（節水）

節水 節水 節水 ― 〇
注意喚起により意識して
取り組めている。

⑦
グリーン購入

（品）
93 93 104 112% 〇

常にい使用崇る物品はグ
リーン購入が徹底出来て
いる。新規購入での検討
は必要。

⑧
環境に配慮した

設計の提案
（件）

6 6 4 67% ×
該当する業務が少なかっ
た為、目標は達成出来な
かった。

⑨
地域貢献活動

（回）
28 28 33 118% 〇

時期によっては少ない月
もあるが、広報活動に力
を入れた為、新規のボラ
ンティア活動があり目標を
達成することが出来た。

※二酸化炭素排出量は九州電力の令和2年度調整後排出係数0.479㎏‐CO₂/kWhを使用して算出
※削減目標の達成率は（（目標-実績）÷目標+1）×100にて算出
※増加目標の達成率は（（実績-目標）÷目標+1）×100にて算出

※産業廃棄物に関しては、定期的な排出はなく、臨時的な排出であり目標設定していない。排出抑制に努め、
分別を徹底する。

※環境に配慮した設計の提案の実績例(●●●●●を行った。)

63,491

36,604

17,303

41.62

1,604

×

77.8%

37.91

×

エアコン台数の増加、コロ
ナ感染予防のための換気
により電気使用量が多
かったため未達成。

86.5%

×

報告書、書庫整理のため
目標は達成出来なかった
が、再資源化しているた
め日常的なごみは削減出
来ている。

108.0%

×

夏場冬場のカーエアコ
ン、営業活動による長距
離走行、台数の増加によ
り未達成。

〇

一般廃棄物排出
量

（㎏）
⑤

LPG使用量
（㎏）

④
全社員が意識して椎擁し
ている。

ガソリン・軽油
使用量

（L）
③ 20,926

2,044 71.2%

７．環境経営目標の実績と
　　　　　　　　　その評価

二酸化炭素排出
量

（㎏-CO₂）
①

電気使用量
（kWH）

②

91.2%

項　　目

68,369

41,124

エアコン台数の増加、猛
暑時の現場でのカーエア
コン使用により目標未達
成。
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10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月
第38期 目標 5,238 5,238 5,238 5,238 5,238 5,238 5,238 5,238 5,238 5,238 5,238 5,238

第38期 実績 5,831 5,239 6,788 5,770 5,695 5,738 4,590 4,883 5,492 5,979 6,520 5,844

達成状況
×

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月
第38期 目標 3,019 3,019 3,020 3,020 3,020 3,020 3,019 3,020 3,020 3,020 3,020 3,020

第38期 実績 2,648 3,080 4,661 4,439 4,228 3,803 2,739 2,446 2,666 3,332 3,849 3,233

達成状況
×

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月
第38期 目標 1,427 1,427 1,427 1,428 1,428 1,428 1,428 1,427 1,427 1,427 1,427 1,428

第38期 実績 1,944 1,689 1,939 1,554 1,562 1,668 1,497 1,581 1,795 1,875 1,992 1,830

達成状況
×

実績
41,124

目標
17,129

実績
20,926

目標
62,856

実績
68,369

目標
36,237

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

①二酸化炭素排出量(㎏-CO₂)

第38期 目標 第38期 実績

0

1,000

2,000

3,000

4,000
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10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月
第38期 目標 3.43 3.43 3.44 3.44 3.44 3.44 3.43 3.43 3.43 3.43 3.43 3.43
第38期 実績 0.62 1.66 3.73 5.8 7.25 5.80 4.14 2.28 2.07 1.24 1.04 2.28

達成状況
〇

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月
第38期 目標 132 132 133 132 132 132 133 133 132 132 132 132
第38期 実績 139 85 295 37 34 180 614 64 48 455 47 46

達成状況
×

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月
第38期 目標 節水 節水 節水 節水 節水 節水 節水 節水 節水 節水 節水 節水
第38期 実績 節水 節水 節水 節水 節水 節水 節水 節水 節水 節水 節水 節水

達成状況
〇

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月
第38期 目標 7 8 8 8 8 8 7 8 7 8 8 8
第38期 実績 7 16 1 19 5 21 7 4 12 5 2 5

達成状況
〇

目標 実績
93 104

1,587 2,044

目標 実績
節水

⑦グリーン購入の推進（品数）

節水

目標 実績
41.20 37.91

目標 実績

⑥水使用量（㎥）
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10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月
第37期 目標 1 1 1 0 0 0 0 0 0 1 1 1
第37期 実績 0 1 0 0 0 0 0 2 0 0 0 1

達成状況
×

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月
第37期 目標 2 2 2 2 2 2 2 2 3 3 3 3
第37期 実績 5 3 2 0 0 1 1 6 2 6 4 3

達成状況
〇

目標 実績
28 33

⑧環境に配慮した設計の提案（件）

⑨地域貢献活動の推進（回）

目標 実績
6 4
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10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月
エアコン設定温度を決め

実行する
暖房24℃冷房26℃

○ ○ △ × × × ○ ○ ○ × × ×
夏場と冬場に設定温度を超
えた使用が目立った。

エアコン設定温度を決め
実行する
暖房24℃冷房26℃

使用していないパソコンの
電源を切る

○ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

全体的にディスプレイの電源
は切っているが、リモートで使
用することもあり、電源を切る
ことは少ない。

使用していないパソコンの
電源を切る

昼休み時間の消灯 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇
休憩中の消灯は、確実に行
われている。

昼休み時間の消灯

照明器具・空調機フィル
ター

定期清掃
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇

3か月に1度の清掃は社内美
化活動時に行われている。

照明器具・空調機フィルター
定期清掃

NO残業DAYの徹底による
電気使用量の削減

大木 × × × × × × △ △ △ × 〇 〇
ＮＯ残業デーの徹底が出来
ていなかった。

水曜日はＮＯ残業デーとして
いるので、なるべく残業しなく
て済むような体制を整える。

アイドリングストップ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇
エコドライブの実施により意識
して出来ている。

アイドリングストップ

急発進・急加速
急減速の禁止

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △
エコドライブの実施により意識
して出来ている。

急発進・急加速
急減速の禁止

不要な荷物を積まない 古賀 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇
現場に必要な物しか積まれ
ていない。徹底出来ている。

不要な荷物を積まない

空気圧の適正確認ﾁｪｯｸ
社用車
各担当

者
△ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

給油時の空気圧チェックは
徹底出来ていない。

空気圧の適正確認ﾁｪｯｸ

ふんわりアクセル
エコスタート

福岡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △
エコドライブの実施により意識
して出来ている。

ふんわりアクセル
エコスタート

カーエアコンの適切な使
用

社用車
各担当

者
○ △ × × × × × × × × × ×

夏場や冬場の現場ではカー
エアコンの使用が目立つ。

カーエアコンの適切な使用

早めのアクセルオフ 福岡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇
エコドライブの実施により意識
して出来ている。

早めのアクセルオフ

お湯使用量削減の為の
注意喚起ラベル貼付

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇
社員全体で意識して出来て
いる。

お湯使用量削減の為の
注意喚起ラベル貼付

お湯を使用しない時期は
ガスの元栓を閉める

△ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 〇 〇
ガスの元栓を閉めていない
日が多くみられた。

お湯を使用しない時期は
ガスの元栓を閉める

分別によるリサイクルの推
進

羽良 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
分別は社員全体で意識して
出来ている。

分別によるリサイクルの推進

コピー用紙裏紙の利用
内山
福岡

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
処分する報告書等、裏紙の
利用が出来ている。

コピー用紙裏紙の利用

水使用量 本社 節水ラベルの貼付 羽良 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
社員全体で意識して出来て
いる。

節水ラベルの貼付

グリーン購入
(品数)

本社
グリーン購入相当品の

調査購入

内山
白木
福岡

× ◯ × ◯ × ○ × × 〇 × × ×

買う項目が決まっているた
め、特に増えたりはしていな
いが、出来るものは変更して
いる。

グリーン購入相当品の調査
購入

環境に配慮した
設計の提案

(件)
本社

（例）現地発生材を使用
する

設計の提案をする

白木
古賀

× ◯ × × × × × ○ × × × ×
該当する業務が少なかった
ため、未達成。

（例）現地発生材を使用する
設計の提案をする

地域貢献活動
(回)

本社
地域での環境活動に
積極的に参加する

大木 ◯ ◯ × × × × × ○ 〇 ◯ ◯ ◯

小学校からの環境学習の依
頼など、活動が広がってい
る。高校生のボランティアな
ど地域の方の協力も増えて
いる。

地域での環境活動に
積極的に参加する

羽良

実施状況

本社
LPG使用量

羽良

本社
一般廃棄物排出量

古賀

活動項目 担当者

８．環境経営計画の取組結果とその評価、並びに次年度における取組

福岡

ガソリン・軽油
使用量 本社

伊万里
営業所

本社

電気使用量

項目 事業所 年度全体の評価 次年度の取組内容
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・目標は4.環境経営目標に記載している。

・環境経営計画は以下の通り

9.次年度の環境経営目標・環境経営計画

項目 事業所 活動項目 スケジュール

エアコン設定温度を決め実行する 12月～3月、6月～9月

使用していないパソコン電源を切る 10月～9月

昼休み時間の消灯 10月～9月

照明器具・空調機フィルターの
定期清掃

10月～9月

NO残業DAYの徹底による
電気使用量の削減

10月～9月

アイドリングストップ 10月～9月

急発進・急加速・急減速の禁止 10月～9月

不要な荷物を積まない 10月～9月

空気圧の適正確認ﾁｪｯｸ 10月～9月

ふんわりアクセルエコスタート 10月～9月

カーエアコンの適切な使用 10月～9月

早めのアクセルオフ 10月～9月

お湯使用量削減の為の
注意喚起ラベル貼付

10月～9月

お湯を使用しない時期は
ガスの元栓を閉める

12月～3月

分別によるリサイクルの推進 10月～9月

コピー用紙裏紙の利用 10月～9月

水使用量 本社 節水ラベルの貼付 10月～9月

グリーン購入
本社

グリーン相当事務用品の
調査購入

10月～9月

環境に配慮した
設計の提案

本社
環境に配慮した設計の提案

（間伐材の使用、動植物の移動を考慮した提案）
10月～9月

地域貢献活動
本社

地域での環境活動に
積極的に参加する

10月～9月

一般廃棄物
排出量 本社

電気使用量

本社

ガソリン使用量

本社
伊万里営業所

LPG使用量

本社
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当社の事業活動に適用される環境関連法規等は次の通りです。

令和４年１０月１日に環境関連法規等の遵守状況を確認、評価した結果、違反はありませんでした。

また、関係当局からの違反等の指摘、利害関係者からの訴訟もありませんでした。

浄化槽法 〇

特定家庭用機器再商品化法
（家電リサイクル法）

〇

使用済自動車の再資源化等に
関する法律

（自動車リサイクル法）
該当無し

フロン類の使用の合理化及び管理の
適正化に関する法律
（フロン排出抑制法）

〇

10．環境関連法規などの遵守状況の確認及び
評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無

適用される法規等 遵守状況のチェック結果

廃棄物処理法 〇
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１1．代表者による全体の評価と見直し・指示

令和4年12月1日
朝日テクノ株式会社

代表取締役　法村　孝樹

　エコアクション21に取り組み、チャレンジ賞に続き奨励賞を頂いたことは、会
社としてもうれしい報告であったとともに、主体的に取り組んでいた委員会の
皆様に感謝申し上げます。
　環境経営方針については、持続可能な企業となるため、現方針の重点項
目は今後も必要であると判断し、内容の見直しは行わないものとする。
　環境経営目標については、9項目のうち未達成が5項目あげられているが、
社員数の増加及び、新型コロナ対策、温暖化によるカーエアコンの使用頻度
が増えた事などが主な原因としてあげられる。ここ数年、社内体制強化のた
め、社員数が増加しているため目標は据え置きし、次回以降で検討するよう
に指示を行った。
　環境に配慮した設計の提案は、今回該当する業務がなかったが、引き続き
グリーンインフラの提案に心掛けていく。
　実施体制については、社内において各課からメンバーを増員し、活動内容
に対する配置を明確化することで会社全体での取り組みという意識を深めて
いきたい。
　今年度もSDGｓの取り組みとして「いまりこまなきの里山」における環境教育、
ボランティア活動にも会社として積極的に参加し、持続可能な企業として取り
組む所存である。
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